
令和４年度　事業報告
一般社団法人　札幌建設業協会
令和４年度は、新型コロナ感染症拡大の長期化に加え、ロシアのウクライナ侵攻や急激な円安、物価高騰などにより、日本経済の先行きは予断を許さない状況となり、建設業においても、こうした状況を受け、民間投資の冷え込みや資機材価格の高騰・品薄などによって、深刻な影響が広がった。
令和４年度北海道開発予算は、コロナ禍において、様々な行政課題への対応により財政状況が厳しい中、当初予算では、前年度を上回る５，５８９億円の北海道開発事業費が計上され、また、令和３年度補正予算では、１，５４１億円が確保された。
こうした建設業界を取り巻く情勢の中、建設業として社会資本の建設や補修、維持管理を行い、地域経済の一翼を担うとともに、災害の未然防止や災害時の応急対策・復旧などに努め、市民の安全・安心の守り手として、その使命・役割に取り組んできたところである。
一方、技術者や技能者の高齢化が進み、担い手の確保は引き続き重要な課題であることから、経営基盤を強化し、関係機関との連携を密にして、建設DXなどの促進による生産性の向上や労働環境の改善、人材育成に取り組んでいく必要がある。本協会では、建設業の魅力アップのため、長時間労働の縮減や週休２日制の推進などの働き方改革実現に向けた取組や、担い手である若手技術者・技能者などの確保・育成・定着と女性活躍促進に係る取組を進めてきたところである。
こうした社会や経済情勢の下で、令和４年度事業計画に基づいて、次のとおり事業活動を執行したので報告する。
１．公共事業予算確保及び建設業の経営安定化に係る取組み
（１）　北海道開発予算の増額確保等を求めて、（一社）北海道建設業協会と連携し、国や道などの関係機関へ要望・要請活動を行った。特に、１０月に開催された国交省及び全建主催の地域懇談会では、例年の要望事項に加え、「建設資材等の高騰における対応」及び「働き方改革推進に関して民間発注者の意識の醸成」などについて強く要請を行った。
（２）　品確法の円滑な運用に向けて、工事施工の効率化や総合評価落札方式をはじめとする入札・契約制度の改善などについて、会員からのアンケート結果や随時の意見要望の照会をもとに、北海道開発局、札幌開発建設部、北海道建設部、札幌建設管理部、札幌市との意見交換会及び定期協議を開催するなどして、会員の受注確保と経営の安定化について要望・要請を行った。
（３）　円滑な工事施工と公共工事の品質確保に向けた事項について、札幌市に対する要望書をとりまとめ、札幌市及び市議会主要会派に令和５年度予算編成に向けて要望行動を行った。
２．人材の確保・育成及び建設業のイメージアップ・働き方改革に向けた取組み

（１） 　新型コロナウイルス感染対策に配慮しながら、札幌工業高校の土木科及び同高の保護者を対象に、現場見学会をそれぞれ実施した。なお、建築科を対象とした現場見学会は、直前に同科において感染者が複数発生したことから、止むを得ず中止した。
また、北海学園大学及び北海道科学大学の学生を対象に、現場見学会を実施した。
さらに、今年度は、中学生向けとして、札幌商工会議所主催の「出張お仕事体験会」に参加協力したほか、小学生向けとして、札幌市子ども会育成連合会主催の「おしごと体験」に参加協力した。

（２） 　会員企業における新入社員等の育成・定着や技術の研鑽を図るために、オンライン形式による新入社員研修会（30社115名参加）を令和４年４月に開催した。また、現場代理人等合同研修会は、１月に２講座をオンライン形式により開催した。
　　　　　　　　　
（３）　建設業のイメージアップを図るために、令和５年１月に「建設産業ふれあい展」に参加し、最新のICT施工機器の紹介やVR・ARの体験イベント、PRまんが「ただいま工事中！！（３編）」を放映し、建設業の広報と情報発信を行った。
（４）　工科系専門学校との連携の中で、令和５年３月に札幌工科専門学校環境土木工学科１年生１６名に、「建設業のBIM/CIMの取組等」について出前講座を実施した。
（５）　建設業の働き方改革に向けた取り組みを加速するため、札幌商工会議所と共催で２回にわたり、週休２日制と時間外労働の上限規制への対応と講ずべき措置等についての情報提供及び活用事例を説明するシリーズセミナーを、対面とオンラインのハイブリッド形式で開催した。また、それに引き続き、個別相談会を対面で開催した。
３．建設技術の向上、地域強靭化（災害対策）などに係る取組み
（１）　令和４年１０月に、公共事業労務費調査のＷＥＢ説明会（北海道開発局主催）を会員企業に案内するとともに、対面による個別相談会を開催した。
また、「BIMセミナー」を札幌商工会議所と共催により、対面とオンラインのハイブリッド形式で開催するとともに、建築委員会と札幌部会建築ワーキングとの合同で、BIMの現場見学会を開催した。

（２）　令和４年６月に開催された札幌建設管理部による防災訓練に参加（地区幹事社：２社）するとともに、会員企業と事務局によるBCP合同訓練（安否確認）を実施し、１１月には第２回目のBCP合同訓練を実施した。令和５年１月に、BCPの高度化・深化を目的とした「BCPレベルアップセミナー」を動画配信形式で開催し、２月にはBCPのフォローアップ会議を開催し、会員企業担当者と情報交換を行った。
（３）　札幌市と締結した「大規模災害時における札幌市土木施設等の応急対策業務に関する協定書」を踏まえ、令和５年１月に札幌市と事務局で防災訓練（通信訓練）実施した。
４．ＣＳＲ・コンプライアンスなどに関する取組み
（１）  令和４年１１月に、CSR・コンプライアンスに係るセミナーを総務、交通安全・暴力対策両委員会の合同で開催し、①「北海道開発局のコンプライアンスに係る取組状況等について」、②「最近の暴力団情勢について」の講義を受け、会員企業３６社から７１名が知識の向上を図った。
（２）  「行動宣言２０１６」に基づき、令和３年度に活動した事例を５部門ごとに行動宣言実践事例集として「代表事例版（A-4,14頁）」及び「概要版（A-3, 7頁）」をとりまとめ、会員企業間で情報共有を進めるとともに、協会ホームページ及び冊子で広く情報発信した。 
（３）　令和４年５月３０日の「札建協の日」に、協会会員の結束力強化と社会貢献を目的として、清掃活動（道庁赤レンガ前庭周等）と交通安全街頭啓発（北４条西４丁目交差点）を実施し、会員企業３８社７１名が参加した。

５．その他の取組
（１）  毎月５日に「札建協だより」をメール形式で発行し、建設関連情報「会員のひろば」とともに協会の活動状況（予定や結果）などを会員企業に対しお知らせするとともに、協会ホームページやその会員企業向けサイトにより、迅速、かつ、わかりやすい形で、情報発信・情報提供を行った。
（２） 札幌建設業協会会長表彰をはじめ、全建会長表彰の伝達及び優秀従業員の表彰を実施し、会員企業の役員・職員の功績を称えた。なお、例年実施している総会懇親会や祝賀会については、コロナ禍のため止むを得ず中止した。
　
（３）令和５年１月４日に、新年交歓会をコロナ感染対策に十分配慮し人数制限を設けて、立食形式で開催した。関係来賓と会員企業約２１０名が集い、交流を図った。
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